
ら
れ
た
も
の
が
、
聾
夜
弼
徳
を
飛
ば
し
て
来
る
も
の

を
い
う
た
。
江
戸
よ
り
金
期
待
ヘ
四
日
傘
、
京
都
よ
り

金
禅
へ
二
日
除
を
製
し
た
。

ハ
ヤ
カ
ハ
セ
ン
リ
ュ
ウ
早
川
泉
涜
部
は
信
之
。

佐
々
木
泉
玄
門
の
積
人
で
、
泥
給
も
貨
い
た
。

ハ
ヤ
シ
林
江
沼
郡
能
楽
境
に
邸
ず
る
部
務
。

寛
永
三
年
の
検
地
覚
書
に
は
能
美
郡
に
列
し
て
あ

る
。
叉
江
沼
志
稿
に
、
こ
の
村
に
鎧
践
が
あ
り
、
土

居
・
盟
形
を
存
し
、
大
馬
出
な
ど
の
地
名
も
あ
る
と

記
す
る
。

ハ
ヤ
シ
イ
チ
ロ
Z

号
ン
林
市
郎
右
衛
門
御
馬

廻
に
臨
し
、
線
二
百
石
、
出
銀
奉
行
を
勤
め
て
ゐ
た

が
、
舵
銀
の
臨
時
銭
見
し
、
貞
享
四
年
九
用
廿
七
日
仲

入
矢
長
資
に
御
預
と
な
り
、
十
二
用
十
日
例
首
の
刑

に
磁
せ
ら
れ
た
。
子
育
三
郎
九
歳
、
乙
之
助
三
歳
も

亦
閥
座
し
て
、
林
十
左
衛
門
の
家
に
殺
害
せ
ら
れ

た。
ハ
ヤ
シ
ウ
ヂ
林
氏
待
相
早
分
脈
大
系
闘
に
藤
原

利
仁
穴
代
の
蕗
宗
助
の
子
従
五
位
下
盟
前
守
林
貞

宗
、
そ
の
子
加
賀
介
貞
光
林
介
と
脱
し
た
。
貞
光
の

嫡
子
従
五
位
下
林
大
夫
先
家
、
二
男
加
賀
介
成
家
は

林
新
介
と
脱
し
た
。
光
家
の
子
林
六
郎
光
明
。
光
明

の
嫡
子
林
太
郎
光
平
越
前
の
合
戦
に
討
た
れ
、
二
男

林
次
郎
光
茂
0

・
光
平
の
嫡
子
林
次
郎
家
織
、
ご
男
林

三
郎
光
時
は
後
に
出
家
し
た
。
光
茂
の
手
林
小
二
郎

家
網
。
家
綱
の
嫡
子
林
六
郎
則
光
、
二
男
林
揃
二
郎
家

朝
、
と
あ
る
。
こ
の
林
民
は
富
樫
氏
と
悶
践
で
、
石

川
榔
林
郷
を
腕
領
と
し
た
か
ら
、
林
民
を
稽
し
た
の

で
あ
ら
う
。

ハ
ヤ
シ
カ
ゲ
タ
フ
林
最
低
↓
カ
メ
〆

y
ヨ
ウ

サ
イ
・
亀
町
商
嫌
。

ハ
ヤ
シ
カ
ツ
ヤ
ス
林
克
安
遇
措
併
設
右
衛
門
。

亭
保
十
年
御
歩
と
な
旬
、
後
御
陵
方
御
用
を
勤
め
、

，、
ヤ

割
以
隠
六
年
小
頭
越
と
し
て
新
知
六
十
石
を
受
け
、
明

和
ご
年
=
一
十
人
頭
に
斡
℃
て
二
十
.
石
を
増
し
、
六
年

組
外
に
斑
し
、
八
年
正
周
十
六
日
六
十
六
践
を
以
て

夜
。
子
孫
務
に
世
襲
す
る
。

ハ
ヤ
シ
カ
ツ
ヤ
完
林
克
緑
酒
税
館
三
郎
・
蘭

四
郎
。
天
明
五
年
十
二
用
益
矢
左
平
太
安
干
の
也
知

三
百
石
を
接
ぎ
、
加
州
御
郡
奉
行
・
改
作
奉
行
・
御
勝

手
方
御
用
粂
定
線
地
方
に
隠
任
し
、
事
和
三
年
九
周

俸
五
十
.
石
を
増
し
、
次
い
で
物
顕
並
・
御
先
手
頭
と

な
っ
て
、
文
化
十
一
年
残
し
た
。

ハ
ヤ
シ
ガ
マ
林
諜
江
沼
郡
林
に
於
い
て
焼
か

れ
た
と
い
ふ
陶
器
。
秘
製
織
集
に
、
『
延
貫
一
一
一
年
ご
周

御
梯
林
村
に
て
、
肌
鉢
類
の
焼
物
を
、
金
制
仲
町
人
藤

屋
吉
兵
衛
・
小
松
町
人
安
吉
喜
兵
衛
亦
い
ふ
者
焼
初

め
し
闘
。
』
と
見
え
る
。

ハ
ヤ
シ
ゲ
ン
イ
タ
林
玄
育
御
臨
師
で
元
総
三

年
江
戸
に
於
い
て
召
出
さ
れ
、
六
百
俵
を
受
け
、
正

徳
五
年
明
氏
。
子
伯
立
の
時
加
到
に
移
り
、
そ
の
聾
子

玄
測
を
綬
、
玄
悦
安
遁
は
三
百
石
を
襲
い
た
が
、
箇

梁
未
熟
な
る
を
以
て
、
天
明
五
年
五
十
石
を
減
じ
て

組
外
に
斑
せ
し
め
ら
れ
、
名
を
玄
左
衛
門
と
改
め
た
。

後
子
孫
滞
に
相
繕
ぐ
。

ハ
ヤ
シ
ゴ
ウ
舜
師
郷
石
川
榔
の
古
郷
名
。
和

名
抄
に
『
舜
師
、
披
也
之
』
と
あ
旬
、
後
に
は
林
郷

と
智
い
た
。
蛮
し
元
東
林
と
あ
っ
た
の
を
ご
字
に
改

め
、
更
に
林
に
還
元
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
林
郷
と

な
っ
て
か
ら
は
、
ま
た
上
林
・
中
林
・
下
林
の
コ
一
郷
に

分
か
ち
、
元
組
・
天
正
の
交
一
授
の
魁
替
四
郎
が
之
を

領
し
て
、
=
一
一
杯
醤
四
郎
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

ハ
ヤ
シ
ゴ
ウ
林
郷
石
川
部
に
在
っ
て
、
滞
政

時
代
に
太
平
寺
・
位
川
・
上
林
・
中
林
・
下
林
・
=
一
納
・
藤

平
岡
・
藤
平
田
新
・
部
入
道
・
柴
木
・
熱
野
・
道
法
寺
・
荒

屋
・
弁
J

ロ
・
知
錆
寺
・
日
J

御
子
・
小
翻
・
周
梼
・
明
島
の

十
九
よ
刊
を
含
ん
で
ゐ
た
。

ハ
ヤ
シ
ゴ
ウ
ハ
チ
マ
ン
シ
ヤ
林
錦
八
幡
批
石

川
郡
上
林
に
鎮
座
す
る
。
そ
の
境
内
に
あ
る
老
縫
樹

は
胸
高
周
闘
一

O
米
八
、
高
さ
三
六
米
を
測
る
。
穫

し
我
が
闘
の
椛
樹
中
地
上
一
米
五
に
於
い
て
周
闘
九

米
を
趨
え
る
も
の
は
僅
か
に
入
株
に
過
ぎ
ぬ
。
高
知

膝
高
岡
部
別
府
村
不
入
の
維
を
以
て
最
大
と
す
る

が
、
こ
の
林
郷
の
も
の
は
愛
知
腕
幡
豆
郡
三
和
村
の

維
、
及
び
東
京
府
三
宅
島
伊
豆
村
堂
J

上
の
推
と
共

に
第
ご
位
の
地
位
を
事
ふ
も
の
で
あ
る
。

ハ
ヤ
シ
ジ
ユ
ウ
ザ
Z

モ
ン
林
+
左
衛
門
尖
浅

井
隼
人
は
織
田
信
長
に
仕
・
へ
た
が
、
後
浪
人
と
な
っ

て
鹿
長
四
年
に
夜
。
十
左
衛
門
は
初
め
織
田
河
内
守

長
次
に
仕
へ
、
次
い
で
民
を
林
と
改
め
、
前
回
利
常

に
臣
事
し
て
二
百
五
十
石
を
受
け
た
。
利
常
の
小
松

に
隠
栖
し
た
時
之
に
従
ひ
、
正
保
元
年
授
。
子
孫
滞

に
世
襲
す
る
。

ハ
ヤ
シ
ジ
ン
ス
ケ
林
醤
助
突
は
茂
右
衛
門
。

甚
助
初
め
織
田
河
内
守
長
次
に
仕
へ
た
が
、
主
の
死

後
箆
永
十
年
前
田
利
常
に
臣
事
し
、
隊
三
百
.
石
を
受

け
た
。
子
孫
欝
に
世
襲
す
る
。

ハ
ヤ
シ
ス
ケ
ダ
ユ
ウ
林
助
太
夫
初
め
て
前
回

利
常
に
仕
へ
て
千
石
を
受
け
た
。
子
孫
悦
之
締
に
仕

へ
る
。ハ
ヤ
シ
ハ
チ
ベ
Z

林
八
兵
衛
能
美
郡
若
杉
の

十
村
で
あ
っ
た
。
八
兵
衛
は
瓦
窯
を
有
っ
て
ゐ
た
か

ら
試
み
に
製
陶
を
工
夫
し
て
ゐ
た
が
、
文
化
八
年
も

と
春
日
山
窯
に
従
事
し
て
ゐ
た
本
多
貞
吉
が
寄
食
し

た
の
で
、
之
を
し
て
陶
窯
を
聞
か
し
め
た
。
若
杉
窯

と
い
ふ
も
の
是
で
あ
る
。
夜
年
等
は
静
か
で
な
い
。

世
に
八
兵
衛
は
若
桜
堤
を
築
い
て
勘
践
の
功
多
か
っ

た
が
、
譲
っ
て
公
金
の
出
納
そ
の
蛍
を
失
し
、
金
制
停

の
獄
に
下
っ
た
と
停
へ
る
も
の
あ
る
が
、
こ
れ
は
明

和
元
年
に
夜
し
た
と
い
ふ
か
ら
、
製
陶
の
八
兵
衛
の

先
代
か
と
見
ら
れ
る
。

ハ
ヤ
シ
ヒ
ロ
ミ
チ
林
弘
道
字
は
玉
故
、
一
芋

成
夫
。
背
正
又
は
関
野
と
脱
し
た
。
遺
構
源
太
郎
。

人
と
鑓
り
魁
奇
議
遇
、
六
艇
を
節
す
る
に
従
顕
直
下

桑
門
の
仰
典
に
於
け
る
が
如
く
、
乱
つ
舗
〈
古
今
の

事
隠
に
活
じ
て
該
博
越
す
所
が
な
か
っ
た
が
、
不
幸

未
だ
祉
な
ら
ず
し
て
夜
し
た
。
或
は
二
十
五
歳
と
も

い
ふ
。
亭
保
・
元
文
の
頃
の
人
。

ハ
ヤ
シ
マ
タ
ロ
ク
ロ
ウ
林
又
六
回
初
め
午
之

助
。
文
政
十
年
七
周
突
の
也
知
五
百
行
を
受
け
、
十

一
年
大
小
勝
と
な
っ
た
が
、
天
保
十
一
年
不
厨
の
服

を
以
て
人
持
に
御
預
と
な
り
、
同
年
七
周
知
行
を
召

放
さ
れ
た
。

ハ
ヤ
シ
ξ
ツ
ア
キ
ラ
林
光
明
温
帯
六
郎
。
林

大
夫
光
家
の
子
で
、
議
永
二
年
木
骨
義
仲
に
臨
し
平

軍
と
職
う
た
こ
と
は
源
.
平
崎
表
記
・
平
家
物
語
に
見

え
る
。
越
前
誌
に
、
林
六
郎
大
夫
光
明
は
苦
闘
榔
隣

府
の
地
頭
取
で
あ
っ
た
と
あ
る
。
然
れ
ば
光
明
は
越

前
に
も
所
領
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
今
白
山
路
略

称
枇
臓
に
林
光
明
の
容
態
と
停
へ
る
凶
箆
黒
捺
螺
釧

の
較
が
あ
る
。

ハ
ヤ
シ
ミ
ツ
ヒ
ラ
林
光
卒

J
イ
マ
キ
デ
ラ
ミ

ツ
ヒ
ラ
今
城
寺
光
卒
。

ハ
ヤ
シ
ヤ
ス
ユ
キ
林
保
之
泊
縛
千
之
助
・
総

人
・
平
次
郎
・
十
左
衛
門
。
安
永
六
年
養
父
翰
右
衛
門

政
守
の
越
知
二
百
五
十
石
を
受
け
、
大
小
勝
組
に
斑

し
、
天
明
二
年
表
小
勝
と
な
り
、
諸
政
こ
年
五
十
.
石

を
加
へ
、
七
年
表
小
持
続
目
か
ら
漸
く
上
っ
て
定
番

顕
に
歪
り
、
文
政
十
一
日
中
裂
し
た
。

ハ
ヤ
シ
ヤ
セ
キ
ソ
ウ
林
屋
右
援
金
揮
の
俳
人
。

周
山
の
門
か
ら
出
た
。
沼
都
槌
兵
衛
。

ハ
ヤ
シ
ヤ
マ
ゲ
ン
ユ
ウ
林
山
玄
猷

六
八
七

鹿
島
郡
賂

圃


